
 

 

 

 

 

                         市田小ＨＰ→ 
             

子供達の育つ力を信じて 

                                      学校長  森 洋子 
  
６月２日（火）陸上フェスティバル。絶好のコンディションの中、一生懸命だった６年生。会場でのあい

さつも、立ち振る舞いも。そして選手として出場した１人１人の引き締まった顔。本当によく頑張りました。
この成果は、みんなが６年間積み重ねてきた成果です。先生達と積み上げた体育授業、長い距離をがんばっ
て歩いた登下校、元気いっぱい友達と外で遊んだ事。そんな毎日の小さな１つ１つがみんなを支える力にな
っているに違いない、そう思っています。こつこつと積み上げる事の力の大きさを実感した行事となりまし
た。そして市田小の６年生のがんばりを、また１つ誇らしく思った半日。保護者の皆様、応援ありがとうご
ざいました。また、参観日ではたくさんの来校をいただき、子供達の力となりました。 

 
学校という場所は、たくさんの子供達が共に過ごす「小さな社会」です。今年度市田小は「“公”の約束の

中で個性を発揮できる学校」を目指して取り組んでいます。日々の生活の中では、楽しいことだけでなく、時
には思いがすれ違ったり、言葉の受け止め方で心がもやもやしたりすることも起こります。 
子供達誰もが、そうした日々の出来を経験しながら、人の痛みに気づき、相手を思いやる優しさを学び、少
しずつ大人の階段を登って欲しいと思っています。 
その指導の一環として、全校一斉暗唱にも取り組んでいます。言葉は子供達の根っこを支える力の１つだと
考えるからです。国語主任が子供達の成長を願って、届け
たい言葉を毎月、内容を変えて子供達に示してくれていま
す。６月の詩のテーマは「ともだち」です。  
 
これからの子供達の成長を考えた時、子供・保護者・そ

して私達教職員はどう、子供達の成長を正しく支えていく
か、考える場面が多い３ヶ月でした。 
学校ですから、目指したいのは知・徳・体のバランスの

とれた学力向上。でもそれと同じくらい大事なのは子供達
の「自律（自分の内側をコントロールし主体的に動く姿）」そして、「友達と折り合
いをつけて共に生活する事」と考え、そこを目指します。 

 
市田小の子供達は、学校の中で、誰かが悲しい気持ちで

いるとき、それに気づいて「どうしたの？」と心配できる
優しい心を持った子がたくさん。その「仲間を思いやる」
純粋な気持ちは、市田小の宝物です。 
 同時に、私達が発する言葉や行動は、この詩のように、周りの人の心に優しくも、時には強くも響きます。「自
分の言葉や行動が、友達の心にどう届くか」と、ほんの少し相手の立場に立って想像してみること。そして、
もやもやすることがあった時は、いつでも先生達を頼ること。間違えることを恐れず、子供達みんなで「相
手の心を想像し、考え行動する」児童に成長して欲しいと思っています。 
 また学校は、日々の悩みや、心のぶつかり合いが起きたときに、「次からどうすれば、お互いがもっと気
持ちよく過ごせるか」を一緒に考える場所でもあります。 
さまざまな思いを抱える子がいますが、市田小の子供達は全員が、かけがえのない「市田の
子」です。子供達が自らの力で一歩を踏み出し、友達との関係を新しく結び直していくプロ
セスを、学校とご家庭が温かい両翼となって支えていきたいと考えています。 
 
私達教職員は、子供達一人ひとりの小さな心の動きや、発せられるサインにどこまでも寄

り添う存在でありたいと考えています。 
明日から、あっという間…前期前半終了の１ヶ月です。 
教室では子供達が夢中になれる「楽しい授業」を、 
休み時間には大人が気持ちのクッションとなるような「温かい見守り」を全職員でしていきます。 

 
マニュアルに頼るのではなく、先生方一人一人、子供達の「人としての温かな関わり」こそが、子供達の

成長をよりよく支える第一歩です。全職員が一丸となり、同じ方向を向いて歩みを進めてまいります。 
夏休みまで３週間。人と人の中で成長し合う、厳しくも温かく、何より楽しい市田小学校を目指し、 
７月も教職員一同、毎日を丁寧に積み重ねて参ります。 
 
 
 

市田小ＨＰ http://www.ichida.ed.jp/ 

 

花と笑顔とあいさつ 「ありがとう」いっぱいの学校 

令和 8 年６月２5 日発行 

熊谷市立市田小学校  学校だより 7 月号 

 市田っ子 

学校教育目標  いき生きと学び ちからいっぱい活動し だれとでも仲良く 

「ともだち」         須永博士：作 
 
ともだちをたいせつにするひとがいます  
ともだちをきずつけるひとがいます  
あなたはどちらをするひとになりますか  
 
いきてつらいことやさみしいことがあったとき 
いちばんうれしいのは  
ともだちがやさしくしてくれることです  
ちからをかしてくれることです  
 
あなたはぜったい 
ともだちをたいせつにするひとになってほしいのです 
あなた ともだちとなかよくしてね  

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月２日（火）に「熊谷市小学校陸上フェスティバル」が熊谷スポーツ文化公園陸上競技場で行われ

ました。熊谷市の６年生が集まりました。当日は薄曇りの絶好のコンディションで、本校６年生も市田

小の代表として、全力でがんばりました。体育の時間や放課後に練習した成果を発揮しようと、仲間と

共に声を掛け合い、一生懸命に取り組む姿はとても素敵で輝いていました。 

交通安全教室～自分の命は自分で守る～ 

～ 

６月９日（火）に３・４年生対象の交通安全

教室を行いました。自転車に乗る際には、   

「ブタベルサハラ」を確認し、安全運転で、  

これからも自分の命は自分で守れるようにして

いきましょう。 

 

陸上フェスティバル～市田小の代表として～ 

５年生林間学校 ～絆を深め、仲間と協力 自然の中で高め合おう～ 

５月２８日（木）２９日（金）に県立長瀞げんきプラザで林間学校を行いました。１日目は、午前

中から宝登山に登り、夜はキャンドルファイヤーを行いました、２日目は、試行錯誤しながらカレー

作りに挑戦しました。学校の仲間との初めての共同生活で、ルールやマナーを守ること、目に見える

協力の大切さについて学ぶことができました。林間学校のスローガンの通り、５年１組の絆が深まり、

一人一人の成長を感じた２日間でした。 

授業参観お世話になりました 

６月１９日（金）の授業参観では、各学年それぞれ、

４月からの成長の姿を感じていただけたことと  

思います。また、当日は引き渡し訓練でも大変お世話

になりました。ご協力ありがとうございました。 


